
～三柱ブロックⅡ型を安全に製作していただくために～ 

下記作業手順の遵守をお願いいたします。 

作業手順（Ⅱ型 2ｔ～25ｔ用） 

1. 型枠構成             表－1 型枠質量・ブロック諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

※打設高は、製品高さを表記してあります。架台・型枠補強高は、含まれておりません。 

2. 組立手順 

1）準備機材 

三柱ブロックの型枠組立に際しては、下記の機材をご用意ください。 

1） ﾊﾞﾀ角又は土嚢 

2） 型枠合せ用テコ（※1） 

3） ハンマー・ラチェット・レンチ等締付器具 

4） シノ棒 

2）底枠設置 

  外枠１枚を底枠として設置します。 

                 ＜安全への配慮 1＞ 

                                     内枠の吊上げは、 

写真の位置で行うと 

                                     取付角度に近い形で 

吊上げられます。 

                 ＜安全への配慮 2＞ 

3）内枠取付                     仮締めの際には、まず型枠のフランジからの 

設置した底枠に内枠二枚を仮締めします。          脱落対策としてシノ棒にて１箇所を固定し、その

後、シノ棒・合せ用こてを用いて型枠の合せ具合

を調整しながら仮締めを実施します。 

                                      

 

 

4）外枠の取付          

 続けて、外枠２枚を仮締めします。     

この際、8ｔ型以上では現場状況に応じて組立用足場を用意してください。（巻末資料－1参照）     

＜安全への配慮 3＞ 

外枠の吊上げは、 

写真の位置で行うと 

                                    取付角度に近い形で 

吊上げられます。 

 

5）蓋枠の取付 

  打設口を除く、脚部４箇所の蓋枠を取付け、その後全体を本締めします。 

  （投入口用の穴明蓋枠は、打設途中で取付けます。） 

 

 

 

 

 

 

6）架台上への設置 

 バタ角・土嚢を架台として設置し、組立てた型枠を設置します。 

 この際、設置した型枠が、不安定にならないように留意してください。（※2） 

 また、斜柱下部蓋枠のフランジが架台に設置すると脱枠が出来なくなりますので注意してください。 

  

 

 

 

 

誤った架台配置例   （※2） 不安定な状態   土嚢による安定確保    

 

＜＜一工夫メモ＞＞ 

 

安定性確保を目的に、架台として用いるﾊﾞﾀ角を 

下記のように使用すると便利です。 

                        キャンパーによる安全確保 ジャッキによる安定確保 

 

 

 

 

 

 

トン型

外枠
（最大部品）
質量（ｋｇ）

組質量
（ｋｇ）

コンクリート

体積（ｍ3）
打設高
（ｍ）

2 46.7 280.1 0.893 1.308
3 65.6 392.2 1.306 1.485
4 79.6 456.0 1.716 1.626
5 88.0 513.6 2.074 1.732
6 121.6 688.6 2.625 1.874
8 150.0 836.0 3.440 2.050

10 165.0 940.8 4.202 2.192
12 197.2 1080.4 5.069 2.333
16 257.5 1471.1 6.859 2.581
20 319.2 1881.6 8.694 2.793
25 361.7 2140.1 10.829 3.005

※1 合せ用テコを使用すると型枠の締
付作業が容易になります。 

外枠 

内枠 蓋枠 



 

3.打設・脱枠・養生・転置 

1）準備機材 

 三柱ブロックの打設に際しては、下記の機材をご用意ください。 

 

棒状バイブレーター（φ40～60ｍｍ）   ※3 玉掛けワイヤーの規格 

玉掛ワイヤー（※3）           玉掛けワイヤーはブロックの 

仕上げ用左官コテ            大きさに適したものを使用 

スページング用突き棒          してください。 

ホッパー（※4）              表－2 玉掛ワイヤー参考表 

補助シュート 

養生材（むしろ・シート・その他） 

ケレン用ブラシ 

噴霧器又はモップ 

 

 

 

 

 

              ※4 ホッパー参考図 

2）生コン打設 

型枠の表面に配置されたフランジは型枠の補強を目的としております。 

作業用の足場ではありませんのでフランジに乗っての作業は行わないでください。 

8ｔ型以上の製品では現場状況に応じて打設用足場を用意してください。（巻末資料－2参照） 

 

              

 生コン投入時には、左図に示す位置に補助板をあて、剥離材を保護してください。ま

た、大型のブロックでは補助シュート等を用いて材料分離が生じないように注意して

ください。 

 

生コンは一度に打設することを避け、3回程度に分けて投入し、 

その都度バイブレーターをむらなくかけます。（右図参照） 

この際、打継ぎ目を作らないように注意してください。 

 

 

                       

打設完了後、ブリージング現象の終わる時間に合わせ、 

斜面の上面と水平柱の上面を突き棒によってスページ 

ングを行います。 

スページング終了後､生コンが十分に落着いてから､ 

生コン投入部のコテ均しを行います。 

 

3）型枠脱枠 

 

所定の型枠脱枠強度が発生したことを確認してから脱枠作業を行います。 

この際、安全な作業を実施するために、型枠のフランジを足場として代用することの無いようお願いいたします。高

所作業には必ず、足場をご用意ください。 

脱枠は、蓋枠（6枚）・外枠（2枚）・内枠（2枚）の順に行います。 

尚、締付金具（ボルト・コッターピン）や型枠の跳ね・落下には、十分注意して安全な作業を心がけてください。 

 

4）養生 

 

コンクリート打設後、低温・乾燥・急激な温度変化等による有害な影響を受けないように注意し、十分な強度が得ら

れるようにしてください。 

 

5）転置 

 

所定の転置強度が発生したことを確認してから転置作業を行います。 

設計強度の発生に至っていない状態ですのでブロックの取り扱いは、落下・衝突の無いように、慎重に行います。 

玉掛用ワイヤーは、表－2を参考に規格に適合したものを使用してください。 

 

4.型枠の引取り 

 

型枠の引取りは、大型車の進入及び積込作業が可能な場所で行います。 

脱枠した型枠を、部品ごとに 10 枚程度を目安に一箇所にまとめて積上げて置いてください。 

事故防止と速やかな引取り作業の為に、無理な積上げや部品の混合は、行わないでください。 

トン型
ブロック質量

（ｔ）
ワイヤー長

（ｍ）

ワイヤー1本
当りのに作用

する張力
（ｋＮ）

2 2.053 2.40 7.45
3 3.003 2.70 10.89
4 3.946 3.00 14.31
5 4.770 3.20 17.3
6 6.037 3.40 21.9
8 7.912 3.70 28.69

10 9.664 4.00 35.05
12 11.658 4.30 42.28
16 15.775 4.70 57.21
20 19.996 5.10 72.51
25 24.906 5.50 90.31


